モデル事業実施施設・事業報告書（(1)継続実施施設）
【（様式②）２年目の取り組みにおける戦略・具体的行動・その効果】

※モデル事業実施施設が執筆してください（字数制限なし）
１．２年次目標の達成に向けた戦略とその効果
　① ２年目の取り組みにあたっての法人・施設の実行責任者の取り組み意志（理念）

	・「工賃アップがなぜ必要なのか」。２年次事業の推進にあたっての法人・施設の実行責任者の意志・理念を執筆

・ 西多賀ワークキャンパスの平成18年度の１人あたりの平均工賃は、約13,000円で年金とあわせても県の最低賃金と比べて大分低い水準になっている。新体系事業に移行するにあたり、就労継続支援Ｂ型の利用者のほとんどが福祉ホームに移っての地域生活を希望しているので、相応の家賃負担をしても地域の中で安定した生活ができるようにするためには、工賃アップが不可欠と考え、新体系事業へ移行する前に是非その基盤を確立させたい。


　② ２年次目標の達成に向けた課題（ターゲット）と改善に向けた具体的行動

	・２年次目標の達成に向けた課題（ターゲット）と法人・施設における改善に向けた具体的行動のポイントを執筆

（２年次目標の達成に向けた課題（ターゲット））

・ 18年度事業で製造部の一部の下請作業を食品関連事業に変えて20年４月に給食機能とレストラン機能をもつ「食品部」をスタートさせることは決定し、施設の移転建て替えに合わせて、店舗を作る。２年次事業で、設備、人員、メニュー内容等の準備を行う。

・ 利用者の意向（希望）調査に基づき平成19年10月１日からは新事業に従事する職員・利用者によるトレーニングや事前研修を実施する。

・ 印刷作業においては、パソコンを増設し、新作業を導入して訓練を開始した。さらに今後利用者のスキルアップをはかり、効率的に作業ができる体制をつくる。

・ 製造作業においては、新体系移行後の作業種目の絞り込みをほぼ完了した。今後は作業受注方式を業者との直接取引に切り換えるように調整していく。

（法人・施設における改善に向けた具体的行動のポイント）
・「食品部」の立ち上げに関しては、フードコーディネーターのコンサルタントの指導をもらいながら準備をすすめているが、職員・利用者が受身にならず主体的に事業にかかわっていくようにすすめる。

・ 印刷作業における利用者のスキルアップに関しては、取引先等の外部からの指導をもらい、より効果的にすすめる。

・ 製造作業での作業種目の絞り込みがされたが、作業受注方式を業者との直接取引に切り換えることで約３割の売上額増を見込まれるので強力にすすめる。


　

③ ２年次目標の達成に向けた「職域の専門家やコンサルタント等」の活用の戦略とその効果

	・２年次事業における法人・施設の「職域の専門家の活用」にあたっての具体的な戦略とその効果を執筆

・どの作業科目についてどの職域の専門家・コンサルタント等を活用したのかを具体的に執筆

（「職域の専門家・コンサルタント等の活用」にあたっての具体的な戦略）

・ 職域の専門家・コンサルタントを活用することで、食品部の新設に向けて、そうした経験のない職員・利用者を明確な方向性をもって支え、事業を効率良くすすめられる。

・ 専門性を発揮してもらい同業他社との差別化を図りながら、個性的内容に仕上げられる。

・ 経営コンサルタントには、食品部・印刷部・製造部等全体の体質改善をすすめてもらう。

（「職域の専門家・コンサルタント等の活用」の工賃アップにおける効果）
・ 食品部の新設により、自主努力による売上増が期待される。専門家にそのためのスタッフの育成やスキルアップのための支援をいただきながら実績を上げていく。地域との関係強化を図りつつ顧客を増やせるようにマネジメント能力を高めていく。その結果売上が増加した分、利用者の工賃アップにつなげることができる。


　

④ ２年次目標の達成に向けた「地域ネットワーク会議」の活用の戦略とその効果

	・新規委員の追加など１年次事業の地域ネットワーク会議との違いについても執筆

（２年次事業における「地域ネットワーク会議」の活用の戦略）

・ 地域の福祉関係者、生協関係者、フードコーディネーター、民間企業経営者等の事業展開に対して基本的には１年次の継続事業として、これまでの議論や提案の企画の方向性を理解して、様々な戦略的支援をしていただける方を再任した。

・ 新しく、特に印刷業務の伸展を図るために、IT活用による障害者の技能指導や就労支援に積極的なIT関連企業の方に就任していただいた。

（「地域ネットワーク会議」の工賃アップにおける効果）
・ 地域ネットワーク委員から具体的な提案・紹介等をいただくことにより、机上の計画を具体的に進展させることができた。施設内部の人脈・情報では限りがあるので幅広い意見は非常に有効である。

・ 事業を伸展させることによって、計画を達成し売上を上げることが工賃アップにつながる。


　⑤「職員の資質向上・利用者のスキルアップのための研修」の必要性と課題意識

	（職員の資質向上・利用者のスキルアップのための研修の必要性と課題意識）

・ 18年度に関しては、幅広く研修見学を行ったが、19年度は事業の方向性が決まったので食品部においては、職員・利用者とも食品関係の企業・レストラン等の研修・見学を中心にすすめる。また実務研修として、調理関係・作業・販売・接客等のトレーニングも行い、食品部のスタートに支障がないように実践的な研修を行う。

・ 印刷部においては、パソコンによる編集ソフトを駆使したスキル強化がないと内部生産が伸びない状況なので、設備の補充もおこないながら、スキルアップのための同じ法人内にある福祉工場への外部研修をすすめていく。


　

⑥ ２年次事業における「研修実施計画」のねらいとその効果

	（職員の資質向上のための「研修実施計画」のねらい）
・ 食品部においては、食品関係の店舗見学、調理実習、食材の仕入れに関する研修等を行う。また、利用者への給食提供と、店舗経営の２部門の運営の仕方等について入念なミーティングを行う。

・ 印刷部においては、印刷機材の見学、印刷業界の動向等についての情報収集を行い、移転後の印刷部の新しい展開策を検討する。

・ 製造部においては、自主製品製作に向けての見学・情報収集・試作等を行う。

（研修実施による職員の資質向上への具体的効果）
・ 食品部においては、コンサルタントの指導を受けながらの見学・研修を通してプロの見方、取り組みを学ぶことができた。食品事業プロジェクトのチームリーダーが実務担当になるので、積極的な姿勢で取り組んでいる。

・ 印刷部においては、印刷機材の見学・同業者からの情報をとりながら、印刷部の現在の設備状況・マンパワー・移転先での地域性・業界の動向等を積極的に考え、方向性を検討した。

・ 製造部においては、自主製品製作に向けての見学を行い、具体的に新たなプロジェクトチームを立ち上げることになった。

（利用者のスキルアップのための「研修実施計画」のねらい）
・ 食品部においては、食品業務従事者として必要な知識習得のための学習や、食品関係の具体的作業の研修を行う。

・ 印刷部においては、パソコン編集の外部研修を行う。また、作業現場においてもパソコンのスキルアップ表を作成してスキルアップを図る。

・ 製造部においては、自主製品関連の見学を行い、自主製品の開発・製作に取り組む。

（研修実施による利用者のスキルアップへの具体的効果）
・ 食品部においては、毎回の食品部勉強会での利用者の積極的な受講態度にやる気が感じられる。

・ 印刷部においては、福祉工場への外部研修を行い、ソフトの基本的な習得と仕事に対する姿勢を学んだ。また、部内においても新規のデータ検索・入力作業に取り組み利用者のスキルアップに取り組んだ。

・ 製造部においては、自主製品として竹工芸品の試作を数点作成した。


２．モデル事業（２年目の取り組み）の実施内容

（1）モデル事業（２年目の取り組み）の実施体制
　① ２年次事業実施にあたっての事業者側の体制

	・プロジェクトチームや職員リーダーの設置など、その実施体制を図示して執筆







　② 職員の資質向上や利用者のスキルアップのための研修体制

（２年次事業における「職員の資質向上」のための研修実施）

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と効果
	参加者
	備考

	１
	７月　９日
	店舗リサーチ（中華レストラン）
	食品チームによる職域のコンサルタントによる店舗特徴の把握
	３名
	

	２
	８月　１日
	店舗リサーチ（和風レストラン）
	食品チームによる職域のコンサルタントによる店舗特徴の把握
	３名
	

	３
	９月１１日
	移転先周辺下見および店舗リサーチ（和風レストラン）
	食品チームによる移転先周辺の食品店舗の状況の把握
	３名
	

	４
	９月２１日
	店舗リサーチ（バイキング）
	食品チームによる店舗特徴の把握
	３名
	

	５
	９月２２日
	宮城大学地域連携シンポジウム「食材王国の富県戦略」参加
	宮城県における食材についての情報収集
	２名
	

	６
	１０月１１日
	店舗リサーチ（福祉レストラン）
	食品チームによる店舗特徴の把握
	２名
	

	７
	１０月２３日
	印刷展示会参加
	印刷機器の動向の把握
	３名
	

	８
	１１月　７日
	店舗リサーチ（福祉レストラン）
	食品チームによる店舗特徴の把握
	２名
	

	９
	１１月１６日
	ＪＡグループ「食と農」フォーラム参加
	食品チームによる食に関する情報収集
	２名
	

	10
	１１月２７日
	カレーレストラン・Ａ蒲鉾工場見学
	食品チームによる工場の衛生管理等の情報収集
	７名
	

	11
	１２月　７日
	カレーレストラン・Ｋ蒲鉾工場見学
	食品チームによる工場の衛生管理等の情報収集
	６名
	

	12
	１月１８日
	大崎竹工芸館見学
	ものづくりチームによる

竹工芸制作に関する情報収集
	７名
	

	13
	１月２３日
	給食事業所見学（セントラルキッチン）
	食品チームによるハサップ対応事業所の情報収集
	８名
	


（２年次事業における「利用者のスキルアップ」のための研修実施）

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と効果
	参加者
	備考

	１
	９月２７日
	食品メニュー作成勉強会
	印刷チームによるレストランでのメニューの作成を課題に編集に取り組む
	１０名
	

	２
	１２月１９日
	食品チーム勉強会
	食の歴史と文化と風土（１）
	１６名
	

	３
	１月１６日
	食品チーム勉強会
	食の歴史と文化と風土（２）
	１５名
	

	４
	１月２１日


	パソコンソフト操作実習

（萩の郷福祉工場）(７日間)
	パソコン能力向上
	１名
	

	５
	１月２３日
	食品チーム勉強会
	食品・食材の知識（１）
	１５名
	

	６
	１月３０日
	食品チーム勉強会
	食品・食材の知識（２）
	１４名
	

	７
	２月　６日
	食品チーム勉強会
	食品・食材の知識（３）
	１５名
	

	８
	２月１３日
	食品チーム勉強会
	厨房機器・設備
	１５名
	

	９
	２月２０日
	食品チーム勉強会
	実技（食材カットと盛りつけ）
	１６名
	

	10
	２月２７日
	食品チーム勉強会
	実技（お好み焼き調理）
	１６名
	


（2）工賃アップのための具体的な行動

・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したかを記載（※時系列で記載）
	主担当職員名

（イニシャル）
	具体的に行動した者の職種(利用者)・人数等
	実施月日
	具体的な行動

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	４月　３日
	・利用者全体への事業計画説明会で引続き工賃水準ステップアップ事業に取り組む方針を説明

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	４月１６日
	・第１回作業開拓プロジェクト会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	４月１８日
	・施設長と利用者との意見交換会で利用者を含めた作業チーム編成について説明

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	５月１４日
	・第２回作業開拓プロジェクト会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	６月　１日
	・施設長、移転予定地近隣の授産施設等に「食品部」の事業内容の説明

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	６月１８日
	・第３回作業開拓プロジェクト会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	６月２９日
	・事前説明会

	Ｍ．Ｅ
	作業指導員
	７月１２日
	・移転予定地周辺での農園等の情報収集

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	７月１３日
	・第４回作業開拓プロジェクト会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長・委員

コンサルタント
	７月１３日
	・第１回地域ネットワーク会議

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	８月　７日
	・第５回作業開拓プロジェクト会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長

コンサルタント
	９月　６日
	・工賃水準ステップアップ２年次事業第２回事業推進特別委員会

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	９月１１日
	・全体集会で利用者へ作業についての意向調査後の進め方を説明

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	９月１８日
	・第６回作業開拓プロジェクト会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長・委員

コンサルタント
	９月１８日
	・第２回地域ネットワーク会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	９月２７日
	・全国セルプ協職員研修会で工賃水準ステップアップ事業報告

	Ｍ．Ｅ
	作業指導員
	１０月　２日
	・ものづくりチーム－Ｂ型の製造部作業について受注先と折衝

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	１０月　３日
	・作業指導員打合会（利用者の作業希望について）

	Ｍ．Ｏ
	作業指導員
	１０月　９日
	・食品チーム－移転先の地元生産農家と打合せ

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	１０月１１日
	・第７回作業開拓プロジェクト会議

	Ｈ．Ｍ
	作業指導員
	１０月１３日
	・ものづくりチーム－里芋を収穫｢秋まつり｣の食材提供

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	１０月１３日
	・「利用者の家族と施設長との懇談会」において事業の推移を報告

	Ｙ．Ｉ
	施設長
	１０月１７日
	・「施設長と利用者との意見交換会」で利用者の作業希望の公表

	Ｍ．Ｅ
	作業指導員
	１１月　７日
	・各チーム会議（利用者の作業希望により再編成）

	Ｙ．Ｉ
	施設長

コンサルタント
	１１月１２日
	・「宮城県工賃倍増計画支援事業研修会」にて工賃水準ステップアップ事業報告

	Ｍ．Ｏ
	コンサルタント

作業指導員
	１１月１５日
	・食品チーム打合せ会

	Ｙ．Ｉ
	施設長

コンサルタント
	１１月２０日
	・第３回工賃水準ステップアップ事業推進特別委員会

	Ｍ．S
	コンサルタント

職員・利用者
	１１月２１日
	・第８回作業開拓プロジェクト会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長・委員

コンサルタント
	１１月２１日
	・第３回地域ネットワーク会議

	Ｍ．Ｅ
	ネットワーク委員

職員
	１２月　５日
	・横山委員の紹介で竹材料を八幡小学校より引き取り

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	１２月１８日
	・第９回作業開拓プロジェクト会議

	Ｍ．Ｓ
	コンサルタント

職員・利用者
	１月２２日
	・第１０回作業開拓プロジェクト会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長・委員

コンサルタント
	１月２２日
	・第４回地域ネットワーク会議

	Ｙ．Ｉ
	施設長・委員

視察委員・職員

利用者・コンサル
	２月２１日
	・第５回地域ネットワーク会議（作業開拓プロジェクト会議と合同）

・視察委員による現地視察


３．モデル事業（２年目の取り組み）における効果の検証（※具体的数値の向上・意識の変化について執筆）
① 利用者にとってどのような効果があったか

	（施設側からの視点）

・ 各プロジェクトチームに利用者が加わり、新しい事業を行う当事者として主体的にかかわっている。利用者によって差はあるが、プロジェクト会議に参加している利用者の代表メンバーは利用者の核となって大きな推進力となった。

（利用者からの声（※アンケートやインタビューの実施など））

・ 食品部勉強会に参加している利用者は、今まであまり関心のなかった食品関係について、積極的に学ぼうとしている。地元の飲食店の紹介ガイドを購入して研究してみたり、飲食店を利用して内容を観察したり主体的に取り組んでいる。


　② 職員にとってどのような効果があったか

	（施設長側からの視点）

・ 新事業体系への移行を前提に施設長が職員と個別面談を行って、特にＢ型での勤務を希望している職員に関しては、２年次事業の進捗状況を踏まえて意欲的にプロジェクトに参画するよう促し、その他各会議・研修プログラムへの参加も推奨してきた。目標やスケジュールの明確化も図って具体的にやるべきことも見えてきた結果、事業に取り組む姿勢が向上した。

（職員側からの視点（※職員への聞き取りの実施など））
・ プロジェクトチームのチームリーダー・サブリーダーとして、各チームの課題に取り組んだ。コンサルタントからの現状分析、事業計画立案、計画の進め方等のアドバイスを受けながら今までにない取り組みができた。


　③ 施設全体にとってどのような効果があったか

	・施設･法人全体の視点でどのような効果があったのかを執筆

・ 施設移転、新事業体系への移行という、施設にとって大きな転換点に合わせて工賃水準ステップアップ事業に取り組むことができ、コンサルタントの導入等の外部の力を借りて大きく推進することができた。施設移転が当初の計画より１年間延びたが、引き続き事業を継続して計画達成する道筋ができた。


４．職域の専門家やコンサルタント等に対する評価
	・ 職域の専門家であるフードコーディネーターにより、食品部の立ち上げをコーディネートしてもらっている。現在、厨房の設備設計、レストランの外観・内装設計、経営戦略立案、利用者・職員の教育訓練等を進めている。施設移転が延びたので具体的な展開は、次年度からで当初のコンサルタント計画よりずれているが、事業計画を再検討して取り組んでもらう。

・ 経営コンサルタントには、毎月のプロジェクト会議、および毎回の地域ネットワーク会議の中で各チームの進捗状況、問題点等を確認し、具体的なアドバイスをもらいながら事業全体のコーディネートをいただいた。


５．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	・ ２年次事業としては、施設移転に合わせて計画をすすめてきたので、移転が延びることによりスケジュールの変更があり、次年度の事業に今までの成果を反映させ、継続して今まで以上の内容に対する深化が必要になる。


６．20年３月（２年次事業終了）以降の最終目標達成までの具体的なすすめ方
	・今後の実施体制や予算なども含めて執筆

・ 毎月の職員・利用者による作業開拓プロジェクト会議を実施する。

・ 各チームによる体制は継続し、新たなスケジュールに基づいて実行する。

・ 職域の専門家、コンサルタントからのアドバイスは継続していただく、契約内容についてはこれから調整する。

・ 地域ネットワーク会議は半年に１回実施し、委員には継続して就任を依頼する。

・ 予算に関してはできるだけ助成を活用したいが、自己資金も検討する。


７．工賃水準ステップアップ２年次事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・モデル事業実施施設の立場から－今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイスなどを執筆

・ 事業に取り組む職員・利用者の積極的な姿勢を引き出すことが重要になる。目的を明確にして、関係者の真剣な話し合いを重ねてそれぞれのやるべきことを明確にして、コンサルタントによる的確なアドバイスを引き出して行くことが必要になる。

・ 事業の進捗状況が、具体的にまた数値的にオープンな情報として共有できる環境をつくることが必要になる。


【追記：今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイス】

●施設長・職員の「意識改革」のメカニズムについて

　(1) 貴施設の「工賃アップに向けた意識改革」のきっかけをお書きください。

	・いつ頃、誰が、どのようなきっかけで「意識改革」に目覚めてきたのかを執筆

　平成18年度事業計画を立案する段階から、障害者自立支援法によって就労支援に関する工賃目標が地域の最低賃金の３分の１を目指すよう明示されたこともあり、工賃アップを目指すためには、現在行っている下請作業中心では受注企業の都合で作業量が不安定で、かつ低単価で単価交渉も出来にくいこと、利用者からは、より高い工賃を望む声が多いことなどから下請から変換して新規作業開拓による現状打開をめざすことを、施設長と作業指導会議の中で話し合ってきた。そしてそれを具体的に検討するために作業指導会議の他に平成18年度から作業開拓プロジェクト会議を開催。その中で、各職員から新しい作業についての提案を出してもらい、それぞれの提案について、活発な議論がでるようになってきた。


　(2) (1)のきっかけで目覚めた「意識改革」がどのようなプロセスで施設全体に広がってきたのか、そのキーポイントとなった出来事・行動などをお書きください。

	（「意識改革」が施設全体に広がってきたプロセス）

　平成18年度後半に「工賃水準ステップアップ事業」に取り組むことになり、作業指導員に加え法人本部や当施設の他部門の幹部職員もメンバーになり、さらに作業開拓プロジェクト会議に経営コンサルタントが参画することになった。経営コンサルタントから作業の現状について各作業毎に数値的に把握するように指導を受け、現状の問題点、改善項目等が明確になり各職員の問題意識が深まった。また行動計画の立案もできてきた。

　また、平成18年度後半からは利用者の声を反映させるため、利用者の代表による「利用者会議」をスタートさせて利用者の視点から新しい作業開拓についての議論を行い、利用者の意識改革もすすんできた。利用者会議メンバーの中に食品部への食材提供を意識した野菜等の試験栽培を行う動きが出てきた。

　その後、作業開拓プロジェクト会議と利用者会議の合同会議も行うようになり、職員と利用者の意識や方向性のすり合わせを行いながら数種候補に挙がった作業内容を検討しながら事業化の可能性の議論を続けて、新作業導入に向けた絞り込みを行ってきた。

（そのキーポイントとなった出来事・行動など）

・ 新事業として「食品部」を創設することに決定した。

・ 職員と利用者の代表が数回にわたり、新事業開拓に関連した業者や授産施設・福祉工場を訪問・見学して、具体的に自分達でできるかどうか検討するようになり意識改革がすすんだ。

・ 移転先の場所を利用者、職員全体に見てもらい、新事業移行に向けた意識づけを行った。


　(3) 今後、施設長・職員の「意識改革」を行いたい施設（事業所）に対するアドバイスをお書きください。

	（どのようなところから「意識改革」を始めたらよいのか）

・ 施設長が明確な方針提示を行い、それに基づいて職員が中心になり作業スケジュールを作成し、定期的に確認しながら確実に実行していく。また、専門的なコンサルタント等の外部が参画する仕組みをつくり、やらざるをえない環境をつくる。

・ できる限り利用者の思いや希望を汲み上げるようにして利用者参画の仕組みをつくる。

・ 事業の目的や目標を掲げて施設全体の共通意識が得られるように、折りに触れ説明会を行うなどして、施設全体として取り組んでいくという意識の醸成も必要。

（モデル事業の実践を通じた「意識改革」に向けたアドバイス）

・ 利用者の中から、積極的に参画できる方と協力して具体的に目に見える形で推進することにより、他の職員・利用者に対して本気で取り組む姿勢を示していくことができ、まわりにインパクトを与えることができる。

・ 早めに目標・課題を絞り込み、事業に取り組む姿勢がブレないように意思統一を図り、後戻りの議論をしないこと。

・ できない条件を挙げるのではなく、出来るようにするための条件を見い出して壁を乗り越える努力を続けていく。

・ 自分たちの能力で出来る範囲を意識してしまうと、それ以上前に進まないような気がする。外部の力をうまく活用することで解決の糸口が見つかることがある。

・ 自分の施設の殻の中にとどまらない発想転換も外部との接触から生まれてくる。

・ なるべく多くの利用者・職員を巻き込んで参加意識をもってもらい、かつ何らかの具体的な役割を分担する。やらざるをえない仕組みからプレッシャーも大きくなるが、それが自己啓発に繋がる。
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印刷チーム


チームリーダー　・サブリーダー　・職員　・利用者


ものづくりチーム
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